
【型番の見方】

例)

【耐薬品性(材質)の選定】

薬品の性質からヒーターの材質を選定します。

(加熱する薬品によってヒーターの材質が異なります。)

●pH(ペーハー)

一般的に上図のように薬品のpH値によって選定するヒーターの材質が異なります。

●使用温度

80℃以上で使用の場合は、材質選定に制限があります。

●粘度

粘度が高い薬品やスラッジの付着が著しい場合は、材質選定に制限があります。

【ヒーター形状の選定】

タンクの高さが規格品寸法に近く、液面の上下が少ない場合

液面の高さが低い場合

タンクの高さが高く液面が低い場合

ヒーターを上から設置できない場合

ケーブルを槽の上に出したくない場合

※受側のソケット及びフランジなど、別途工事が必要になります。

ヒーターの選び方

1 耐薬品性(材質)の選定＆ヒーター形状の選定

Q Y 1 2.5N PVC05 2

ヒータータイプ キャップ形状 使用電圧 電源コード長プラグ形状 保護管ヒーター容量 極数

ストレート型

L型

長尺・短尺

横付(プラグ・フランジ)

石英・チタン ステンレス(SUS304・SUS316等)

フッ素樹脂

※強酸・強アルカリはご相談ください

pH1 pH7 pH14
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